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銀河と銀河の衝突は宇宙で頻繁に起こっている。銀河同士が相互作用することで潮汐力が働きガスが銀河の中
心に落ちる。さらに中心へガスが流入することで、爆発的星形成やAGNのような非常に活発な状況を引き起こす
と考えられている。そして爆発的星形成をとめるメカニズムとして星形成の材料となる分子ガスのアフトフロー
が考えられている。アウトフローの成分は非常に暗いがALMAの高感度観測で検出に成功し、現在研究が活発に
進んでいる。
そこで我々はすでにALMAで南北の中心核からの分子ガスのアウトフローが確認されている衝突銀河NGC3256

に注目しアーカイブデータを用いてCO(3-2)とCO(1-0)の解析を行った。アフトフローの物理状態を調べるため
にCO(3-2)/CO(1-0)比のチャンネルマップを作成した。CO(3-2)/CO(1-0)は分子ガスの励起状態に指標となる。
今回の解析で北側の中心核からのアウトフローでは比が 0.6-0.8、南側の中心核からのアウトフローでは比が 1よ
り大きいことがわかった。これらの違いはアウトフローの起源の違いを反映しているのではないかと考えられる。


